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II-1 p-, sd-シェル領域のクラスター的励起状態の構造研究
原子核構造をクラスター的描像の見地から理論的に解明することを目的とし、反対称化分子動力学法を用いて不安定核と安定核の励起状態の構造研究を行った。特に最近注目されている軽い安定核領域および不安定核領域に注目し、「新しいタイプのクラスター的状態」、「クラスター化をともなって出現する多様な構造」、「クラスター的性質と平均場的性質の共存」に関する現象の理論的解明や予言を行った。
C同位体について、特に励起状態に出現しうるクラスター気体的な状態とポリマー状態の出現の有無に焦点をあてて、励起状態にのクラスター状態の理論的探索を行った。理論的手法としてはプログラムが完成している反対称化分子動力学法（AMD）を用いた。主に、拘束条件を課した変分計算に基づくAMD法を適用して基底状態および励起状態の構造計算を行った。四重極変形度に拘束をかけたＡＭＤ法を9Li,10Be,11B,12C原子核に適用し、この手法が有効であることを確かめた。この手法を14Cに適用し、励起状態に3αのポリマー的な構造が出現する可能性を指摘した。さらに、余剰中性子の影響でポリマー構造が安定化するメカニズムを議論した。また、11Bの励起状態において３体クラスター的な励起状態が現れる可能性を指摘した。
　
Ne同位体について、クラスター間距離を拘束座標に採用してAMD法を適用した。C同位体おいて３つのαクラスターから形成されるクラスター気体的な状態およびポリマー状態を研究し、14C原子核における３αチェーン構造が励起状態に現れることを理論的に示唆した。Ne同位体に関しては、22Neの励起状態の構造を理論的に調べた結果、αクラスターの芯をもつαクラスター状態の他に、空間的な相関をもつ２αクラスターすなわち8Beクラスターが発達した14C+8Be構造が高い励起状態に現れる可能性を指摘した。これらの結果から、閾値エネルギー近傍に発達したクラスター構造が出現するという性質は安定原子核のみならず、不安定原子核においても普遍的に見られる性質であるという新しい知見を得た。
また、中性子過剰核の核表面でのダイニュートロン相関（２中性子が空間的に相関した構造）を理解するために、２中性子密度（２中性子が同じ位置に存在する確率）を解析した。２体の相関を考えるために、１スレーター行列の模型空間で表した状態と、スレーター行列の線形結合（ＡＭＤ波動関数の重ね合わせ）の場合とで２中性子相関を比較した。その結果、核表面での２中性子相関は、原子核の重心から遠い位置での２中性子密度の増大に寄与を与えることがわかった。定量的には、１中性子密度の２乗よりも２中性子密度がどの程度大きいかを調べるのが有効である。言いかえれば、核表面での１中性子密度と２中性子密度を精度よく観測できれば、それぞれの原子核での２中性子相関の強さを議論することができる。
さらに質量数の大きな28Siおよびその近傍原子核について、基底状態および低励起状態における変形共存の問題を調べた。E2遷移強度の観測データとの比較により、30Siや26Siでは、K=2回転帯（サイドバンド）から基底状態への遷移において、陽子遷移に比べ中性子遷移が主要になる（Neutron dominance）ことが実験的にわかっているが、この現象を中性子の非軸対称変形で解釈できることを示した。

II-2．AMD による核物質計算のための準備
中性子星・原始中性子などにおける有限温度の低密度核物質について，AMDによ

る微視的計算を実施するための準備を行うことを計画した．システムＢを試用

してみたところ，単CPUの性能が十分でないことがわかったため，他の計算機を

利用することとした．
